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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
二
巻
の
女
性
編
纂
別
添
資
料
を
成
し
、
著

者
及
び
総
合
編
纂
者
た
る
岩
崎
純
一
所
長
と
、
そ
の
学
術
活
動
の
精
神
的
・
地

理
的
本
拠
た
る
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
及
び
『
全
集
』
編
纂
局
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
岩
崎
所
長
の
本
編
資
料
に
、
女
性
の
視
点
か
ら
追
記
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
本
資
料
は
、『
全
集
』
へ
の
収
録
を
当
該
著
作
物
の
全
て
の
著
作
者
が

要
望
し
、
譲
渡
可
能
な
権
利
（
著
作
権
法
第
六
一
条
第
二
項
に
お
い
て
、
譲
渡

の
目
的
と
し
て
特
掲
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
留
保
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
同
法
第
二
十
七
条
又
は
第
二
十
八
条
に
規
定
さ
れ
る
権

利
を
含
む
）
の
全
部
に
つ
い
て
、
岩
崎
所
長
へ
の
譲
渡
が
完
了
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
序
巻
に
定
め
ら
れ
る
通
り
、
『
全
集
』
へ
収
録
す
る
。
収
録
場
所
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
追
記
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。 

 

一
方
、
同
権
利
の
全
部
に
つ
い
て
、
未
だ
岩
崎
所
長
へ
の
譲
渡
が
完
了
し
て

い
な
い
女
性
編
纂
別
添
資
料
は
、【
2
系
】
以
外
の
各
系
の
女
性
系
に
収
録
す
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

岩
崎
純
一
及
び
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）
に
つ
い
て
の
解

説 

第
一
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
定
義
、
及
び
、
岩
崎
純
一
の
物
権
、
所

有
権
、
知
的
財
産
権
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著
作
権
、
著
作
者
人
格
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著
作
隣
接
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等
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譲
渡
部
分
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全
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確
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第
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I
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メ
ー
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第
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部 
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の
所
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リ
ス
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第
一
章 

岩
崎
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活
動
全
般
及
び
岩
崎
自
身
が
主
宰
し
た
旧
学
術
サ
ー

ク
ル
（
現
在
は

IJ
A

I

の
内
部
組
織
へ
移
行
）
を
引
き
継
ぐ

IJ
A

I

の
構
成
員 

 

第
二
章 

岩
崎
以
外
の
者
が
立
ち
上
げ
た
岩
崎
関
連
サ
ー
ク
ル
（IJ

A
I

の
外
部
組
織
）
に
関
わ
るIJ

A
I

の
構
成
員 

第
四
部 

IJ
A

I

第
二
局
（
『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
）
の
優
越
性
と
特

筆
性 

第
二
編 

岩
崎
純
一
及
び
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）
の
所
員
構
成
と

組
織 

 
 

【
女
性
局
か
ら
の
本
編
へ
の
追
記
】 

 
 

第
三
部 

登
用
さ
れ
な
い
者 

 
 
 

第
二
章 

イ
エ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト 

 
 

第
五
部 

特
殊
協
力
者
の
登
用 

 
 
 

第
三
章 

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
、
暦
法
、
度

量
衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
） 

第
八
部 

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
権
限
及
び
女
性
局
、
女
性
部
、
女
性
班
、
女

性
係
の
設
置
と
そ
の
権
限
、
及
び
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
登
用 

第
十
部 

規
約
（
定
款
・
細
則
・
規
程
等
） 

 
第
三
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
及
び 

 
 
 
 
 

『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）
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編
纂
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修 

第
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編 
「
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の
運
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第
五
編 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
管
理 

第
六
編 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
提
供
活
動 

 
【
女
性
局
か
ら
の
本
編
へ
の
追
記
】 

第
二
部 

閲
覧
室
の
運
営
及
び
閲
覧
室
で
の
提
供 

 

第
七
編 
岩
崎
純
一
の
外
部
活
動
（
講
義
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
） 

第
八
編 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

 

第
九
編 

個
別
の
活
動
と
そ
れ
ら
の
組
織
化
の
歴
史 

 
 

【
女
性
局
か
ら
の
本
編
へ
の
追
記
】 

第
五
部 

IJ
D

C

体
制
直
前
ま
で
の
学
術
サ
ー
ク
ル
の
活
動
体
制
： 

岩
崎
純
一
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
（
二
〇
一
一
年
四
月
二
十

五
日
よ
り
設
置
）
及
び
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
（
定
款
上
の
旧

分
科
会
に
相
当
） 

 
 
 

第
十
四
章 

附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
一
覧
（
定
款
上
の
分
科
部
局
に
相

当
） 

第
六
部 

岩
崎
以
外
の
皆
様
が
立
ち
上
げ
て
下
さ
っ
た
勉
強
会
の
活
動
体

制
（
女
性
グ
ル
ー
プ
及
び
女
性
専
用
施
設
） 

第
七
部 

IJ
D

C

体
制
直
前
ま
で
の
部
班
制
移
行
計
画 

（
女
性
グ
ル
ー
プ
側
及
び
女
性
専
用
施
設
側
か
ら
の
提
案
に
譲

歩
し
た
部
班
制
へ
の
改
組
計
画
） 
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二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 
二
〇
一
五
年
五
月
十
三
日 

改
定 

 

二
〇
一
六
年
二
月
十
七
日 

改
定 

 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日 

公
開 

二
〇
一
七
年
三
月
二
十
六
日 

改
定 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

改
定 

 

二
〇
一
八
年
四
月
十
五
日 

改
定 

 

二
〇
一
八
年
八
月
十
五
日 
最
終
改
定 

  

第
一
編 

岩
崎
純
一
及
び
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）
に
つ
い
て
の
解
説 

  
 

第
一
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
定
義
、
及
び
、
岩
崎
純
一
の
物
権
、
所

有
権
、
知
的
財
産
権
、
著
作
権
、
著
作
者
人
格
権
、
著
作
隣
接
権

等
の
譲
渡
部
分
を
除
く
全
権
の
保
持
の
確
認 

  

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

 

第
二
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
連
絡
先
、
メ
ー
ル
等 

  

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

女
性
局
宛
の
メ
ー
ル
を
お
送
り
い
た
だ
く
場
合
は
、
研
究
所
の
ア
ド
レ
ス
宛

に
、
女
性
局
宛
の
メ
ー
ル
で
あ
る
旨
を
宛
名
や
本
文
に
記
し
て
お
送
り
い
た
だ

け
れ
ば
差
し
支
え
な
い
。
但
し
、
岩
崎
所
長
個
人
宛
の
メ
ー
ル
や
手
紙
等
は
、

第
二
巻
本
編
を
ご
参
照
の
上
、
岩
崎
に
直
接
お
送
り
い
た
だ
き
た
い
。 

 

第
三
部 

IJ
A

I

の
所
員
の
リ
ス
ト 

 

 

第
一
章 

岩
崎
の
活
動
全
般
及
び
岩
崎
自
身
が
主
宰
し
た
旧
学
術
サ
ー

ク
ル（
現
在
はIJ

A
I

の
内
部
組
織
へ
移
行
）を
引
き
継
ぐIJ

A
I

の
構
成
員 

  

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

 

 

第
二
章 

岩
崎
以
外
の
者
が
立
ち
上
げ
た
岩
崎
関
連
サ
ー
ク
ル
（IJ

A
I

の
外
部
組
織
）
に
関
わ
るIJ

A
I

の
構
成
員 

  

女
性
局
は
、「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」、「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に

会
い
た
い
会
」
、
「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
」
を
構
成
す
る
女
性
に
よ

り
主
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
閲
覧
希
望
者
は
個
別
に
岩
崎
所
長
ま
た
は
女
性
局

ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。
ま
た
、
第
一
巻
の
各
活
動
年
表
も
見
よ
。 

 
第
四
部 

IJ
A

I

第
二
局
（『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
）
の
優
越
性
と
特
筆

性 
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私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

 

『
全
集
』
編
纂
女
性
局
も
、
他
の
女
性
部
班
に
対
し
て
優
越
性
と
特
筆
性
を

有
す
る
。 

 

第
二
編 

岩
崎
純
一
及
び
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
（IJ

A
I

）
の
所
員
構
成
と
組

織 

  

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

  
 

【
女
性
局
か
ら
の
本
編
へ
の
追
記
】 

  
 

第
三
部 

登
用
さ
れ
な
い
者 

  
 
 

第
二
章 

イ
エ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト 

  

本
編
が
定
め
る
イ
エ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト

に
記
載
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
女
性
局
も
厳
正
に
対
処
す
る
。 

 

第
四
部 

例
外
条
件 

 

 

例
外
条
件
の
拡
大
・
縮
小
に
つ
い
て
は
、
適
宜
岩
崎
所
長
と
の
協
議
を
行
う

も
の
と
す
る
。 

  
 

第
五
部 

特
殊
協
力
者
の
登
用 

  
 
 

第
三
章 

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
、
暦
法
、
度
量

衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
） 

  

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
（
古
語
、
御
所
言
葉
、
巫
女

言
葉
等
）、
暦
法
、
度
量
衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
女
性
（
巫
女

等
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
化
的
価
値
か
ら
、
私
た
ち
女
性
間
で
も
協
議
し
て
、

女
性
局
へ
の
登
用
を
岩
崎
所
長
に
提
案
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

第
八
部 

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
権
限
及
び
女
性
局
、
女
性
部
、
女
性
班
、
女
性

係
の
設
置
と
そ
の
権
限
、
及
び
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
登
用 

  

岩
崎
所
長
が
序
巻
及
び
第
六
巻
に
定
め
る
通
り
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

の
資

料
の
執
筆
・
制
作
者
で
あ
る
私
た
ち
女
性
ま
た
は
編
纂
に
関
わ
る
私
た
ち
女
性

は
、
自
身
の
精
神
、
身
体
、
生
命
の
安
全
を
脅
か
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
に
全

部
を
公
表
・
開
示
で
き
な
い
自
身
の
製
作
物
・
著
作
物
、
編
纂
資
料
ま
た
は
こ

れ
ら
に
対
し
て
有
す
る
物
権
的
請
求
権
、
著
作
権
、
著
作
者
人
格
権
、
肖
像
権

等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
取
り
決
め
、
総
合
編
纂
者
た
る
岩
崎
所
長
に
提
示
、

要
請
し
、IJ

C
A

及
びIJ

C
W

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
有
す
る
。 
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ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
ま
た
は
権
利
の
う
ち
個
人
で
取
り
扱
う
こ
と
が
困
難

で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
女
性
編
纂
者
ら
が
女
性
著
作
者
ら
を
代
表
し
て
、

そ
れ
ら
の
取
り
扱
い
を
協
議
し
取
り
決
め
る
た
め
の
女
性
局
、
女
性
部
、
女
性

班
、
女
性
係
を
設
置
し
、
そ
の
協
議
結
果
を
岩
崎
所
長
に
提
示
、
要
請
し
、IJ

C
A

及
びIJ

C
W

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
有
す
る
。 

加
え
て
、
特
に
そ
の
聡
明
さ
が
岩
崎
所
長
よ
り
認
め
ら
れ
る
女
性
は
、
第
四

巻
及
び
第
五
巻
に
定
め
る
岩
崎
所
長
か
ら
の
逆
要
請
ま
た
は
個
別
の
要
請
を
受

け
、IJ

A
I

の
サ
イ
ト
内
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
ロ
グ
イ
ン
し
てIJ

C
W

の
編

纂
の
一
部
に
協
力
・
参
加
す
る
権
限
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
り
わ
け
、
岩
崎
所
長
に
対
し
て
女
性
に
特
有
で
あ
る
自
身
の
精
神
・
身
体

症
状
や
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
を
相
談
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

の
解
説
の
一
部
をIJ

C
W

に
お
い
て
執
筆
し
、
編
纂
者
に
登
用
さ
れ
た
、
な
か

ん
ず
く
聡
明
な
女
性
に
つ
い
て
は
、
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
管
理
・
運
営
を
行

う
権
限
を
与
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
女
性
が
入
居
者
の
多
く
を
占
め
る
女
性
寮
や

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
シ
ス
テ
ム
室
の
機
械
的
な
構
築
及
び
電
子
的
な
技
術
提
供

を
岩
崎
所
長
に
対
し
て
要
求
す
る
権
限
を
有
す
る
。 

詳
細
は
、「
精
神
・
身
体
症
状
、
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
の
解

説
の
分
担
な
ど
に
つ
い
て
」
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

  
 

第
十
部 

規
約
（
定
款
・
細
則
・
規
程
等
） 

  

次
に
掲
げ
る
規
約
は
、
岩
崎
所
長
が
本
編
第
九
編
に
述
べ
る
旧
研
究
会
活
動

の
規
約
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
、
岩
崎
所
長
が
本
研
究
所
の
一
般
社
団
法
人
へ
の

移
行
を
仮
定
し
て
、
そ
の
一
部
の
用
語
の
読
み
替
え
及
び
一
部
の
条
項
の
改
定

に
よ
り
、
法
人
法
上
の
定
款
等
と
し
て
直
接
に
転
用
で
き
る
も
の
と
し
て
定
め

る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
規
約
は
、IJ

A
I

の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
の
可
能
性
を
岩
崎
所
長
が

法
的
に
研
究
す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つIJ

A
I

の
運
営
に
直
接

携
わ
る
所
長
及
び
所
員
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
（
特

定
女
性
ス
タ
ッ
フ
）
が
理
解
す
れ
ば
足
り
、
一
般
の
利
用
者
等
が

IJ
C

A

及
び

IJ
C

W

を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
理
解
を
要
し
な
い
旨
が
、
岩
崎
所
長
に
よ

り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
規
約
が
法
令
上
の
定
款
等
と
し
て
正
式
に
公
証
人
の
認
証

を
受
け
な
い
期
間
は
、
各
条
・
項
・
号
は
、IJ

C
W

の
編
・
部
・
章
・
節
に
仮

想
的
に
置
き
換
え
て
編
集
す
る
場
合
が
あ
る
旨
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

● 
 

定
款
（
別
添
資
料
を
見
よ
。） 

● 
 

幹
部
所
員
及
び
監
事
規
程
（
別
添
資
料
を
見
よ
。） 

● 
 

所
員
規
程
（
別
添
資
料
を
見
よ
。） 

 

私
た
ち
女
性
局
は
、
岩
崎
所
長
の
意
思
に
倣
い
、
ま
た
こ
れ
ら
の
規
約
に
基

づ
き
、IJ

A
I

の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
の
可
能
性
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
に
お
い
て
も
運
用
・
適
用
で
き
る
「
女
性
幹
部
所
員
規
程
」
、「
女
性
所
員

規
程
」
、「
女
性
所
員
倫
理
規
程
」
、「
女
性
サ
ー
ク
ル
倫
理
規
程
」
を
作
成
し
、

運
用
・
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。 
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第
三
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
及
び 

 
 
 
 
 

『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）
の
編
纂
、
監
修 

 

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

 

第
四
編 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」
（IJ

A
I

）
の
運
営 

 

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

 

第
五
編 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
管
理 

 

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

 

第
六
編 

IJ
C

A

及
びIJ
C

W

の
提
供
活
動 

 

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

  
 

【
女
性
局
か
ら
の
本
編
へ
の
追
記
】 

 

第
二
部 

閲
覧
室
の
運
営
及
び
閲
覧
室
で
の
提
供 

  

岩
崎
所
長
は
、
第
三
巻
か
ら
第
七
巻
に
定
め
る
通
り
、
岩
崎
所
長
に
許
可
を

得
た
寮
母
、
女
性
オ
ー
ナ
ー
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
手
に
よ
っ
て
、
女
子
寮
、
女

子
学
生
寮
、
女
性
専
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
心
身
障
害
女
性
施
設
、
犯
罪
被
害
女

性
施
設
等
の
内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
岩
崎
所
長
の
著
作
物
等
の
閲
覧
室
や
閲

覧
場
所
の
運
営
、
管
理
に
関
与
し
な
い
旨
を
表
明
し
て
い
る
。 

女
性
協
力
者
、
参
加
者
の
う
ち
、
岩
崎
所
長
よ
り
許
可
さ
れ
た
一
部
の
者
は
、

閲
覧
室
や
閲
覧
場
所
の
運
営
、
管
理
に
直
接
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら

の
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
、
本
巻
に
定
め
るIJ

C
A

及
びIJ

C
W

の
編
纂
者
を
兼
ね

る
場
合
が
あ
る
一
方
、
閲
覧
室
や
閲
覧
場
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
各
種
の
犯
罪
被
害
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
で
は
な
く
岩
崎

所
長
が
窓
口
と
な
っ
て
受
け
付
け
て
い
る
な
ど
、
岩
崎
所
長
及
びIJ

A
I

と
こ
れ

ら
の
閲
覧
室
や
閲
覧
場
所
と
は
緊
密
な
協
力
体
制
に
あ
る
が
、
閲
覧
室
や
閲
覧

場
所
自
体
はIJ

A
I

の
内
部
部
局
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
各
女
性
施
設
の
付
帯

設
備
で
あ
る
。 

岩
崎
所
長
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
女
性
専
用
施
設
の
イ
ン

ト
ラ
ネ
ッ
ト
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
、
シ

ス
テ
ム
室
の
機
械
的
構
築
及
び
電
子
的
構
築
を
行
い
、
遠
隔
管
理
を
含
む
管
理

を
行
う
一
方
で
、
施
設
全
体
及
び
閲
覧
室
の
運
営
に
は
関
与
し
な
い
旨
を
述
べ

て
い
る
。 

 

私
た
ち
女
性
局
は
、
岩
崎
所
長
の
意
思
に
倣
い
、
女
性
施
設
及
び
閲
覧
室
の

運
営
を
、
み
だ
り
に
岩
崎
所
長
に
委
ね
る
こ
と
な
く
、
女
性
と
し
て
の
社
会
的
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責
任
を
持
っ
て
、
可
能
な
限
り
自
ら
行
う
。 

 
第
七
編 

岩
崎
純
一
の
外
部
活
動
（
講
義
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
） 

 

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

 

第
八
編 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

 

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

 

第
九
編 

個
別
の
活
動
と
そ
れ
ら
の
組
織
化
の
歴
史 

 

私
た
ち
が
女
性
局
と
し
て
こ
こ
に
記
す
べ
き
も
の
は
、
第
二
巻
本
編
と
同
文

で
あ
る
。 

  
 

【
女
性
局
か
ら
の
本
編
へ
の
追
記
】 

 

第
五
部 

IJ
D

C

体
制
直
前
ま
で
の
学
術
サ
ー
ク
ル
の
活
動
体
制
： 

岩
崎
純
一
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
（
二
〇
一
一
年
四
月
二
十
五

日
よ
り
設
置
）
及
び
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
（
定
款
上
の
旧
分
科

会
に
相
当
） 

 
 
 

第
十
四
章 

附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
一
覧
（
定
款
上
の
分
科
部
局
に
相
当
） 

第
六
部 

岩
崎
以
外
の
皆
様
が
立
ち
上
げ
て
下
さ
っ
た
勉
強
会
の
活
動
体

制
（
女
性
グ
ル
ー
プ
及
び
女
性
専
用
施
設
） 

第
七
部 

IJ
D

C

体
制
直
前
ま
で
の
部
班
制
移
行
計
画 

（
女
性
グ
ル
ー
プ
側
及
び
女
性
専
用
施
設
側
か
ら
の
提
案
に
譲

歩
し
た
部
班
制
へ
の
改
組
計
画
） 

  

次
に
挙
げ
る
三
つ
の
女
性
サ
ー
ク
ル
は
、
岩
崎
所
長
を
支
援
す
る
た
め
に
社

会
人
女
性
や
女
子
大
学
生
・
女
子
高
校
生
ら
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
サ
ー

ク
ル
の
中
で
も
、
各
女
性
自
ら
担
当
教
員
に
掛
け
合
っ
て
、
大
学
の
特
別
講
座

や
授
業
、
女
性
専
用
施
設
の
講
座
と
し
て
正
式
に
扱
わ
れ
た
女
性
サ
ー
ク
ル
と

し
て
特
に
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
が
そ
の
ま
まIJ

A
I

の
女

性
局
を
構
成
し
て
い
る
。 

（
以
下
、
第
二
巻
の
岩
崎
に
よ
る
紹
介
を
転
載
。） 

 

岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会 

（
主
催
：
佐
々
美
世
子
、
上
野

紗
奈
、
高
島
ひ
と
み
）（
講
話
、
運
営
の
補
佐
：
岩
崎
純
一
） 

：
初
回
に
学
生
向
け
の
大
き
な
講
話
会
（
リ
ン
ク
先
）
を
ひ
ら
い
て

下
さ
り
、
そ
の
後
は
、
そ
れ
を
聴
講
し
て
下
さ
っ
た
一
部
の
学
生
・

主
婦
・
Ｏ
Ｌ
が
残
っ
て
、
私
を
呼
ん
で
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

一
部
の
研
究
会
・
講
義
テ
キ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会 

（
主
催
：
渡
辺
未
来 

↓ 

上
野
紗
奈
、
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曽
我
部
丹
佳
、
小
山
由
香
）（
講
話
、
運
営
の
補
佐
：
岩
崎
純
一
） 

：
初
回
に
学
生
向
け
の
大
き
な
講
話
会
（
リ
ン
ク
先
）
を
ひ
ら
い
て

下
さ
り
、
そ
の
後
は
、
そ
れ
を
聴
講
し
て
下
さ
っ
た
一
部
の
学
生
が

残
り
、
数
名
の
主
婦
・
Ｏ
Ｌ
が
加
わ
り
、
「
続
」
と
し
て
私
を
呼
ん

で
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

一
部
の
研
究
会
・
講
義
テ
キ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会 

（
主
催
：
伊
田
小
春
、
佐
々
木

愛
華
）（
講
話
、
運
営
の
補
佐
：
岩
崎
純
一
） 

：
複
数
の
大
学
の
学
生
た
ち
が
私
を
呼
ん
で
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

一
部
の
研
究
会
・
講
義
テ
キ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
旧
サ
イ
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
た
次
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー

ス
は
、
引
き
続
き

IJ
A

I

の
サ
イ
ト
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。 

（
以
下
、
第
二
巻
の
岩
崎
に
よ
る
紹
介
を
転
載
。） 

 

岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス 

（
代
表
：

長
谷
川
彩
）（
講
話
、
運
営
の
補
佐
：
岩
崎
純
一
） 

：
私
が
ご
相
談
を
受
け
て
交
流
し
て
き
た
、
精
神
・
身
体
症
状

や
共
感
覚
、
そ
の
他
の
特
殊
知
覚
・
症
状
を
持
つ
女
性
の
皆
様

に
管
理
・
運
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
こ
れ

ら
の
女
性
の
皆
様
が
入
居
者
の
多
く
を
占
め
る
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
型
の
女
性
寮
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
寮
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

 

女
性
に
特
有
の
症
状
・
知
覚
に
つ
い
て
は
、
寮
生
に
解
説
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。 

●
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
女
性
寮
と
の
連
携
、
お
よ
び
入
居
女
性
に
よ
る
特
殊
症

状
・
知
覚
の
解
説
の
分
担
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

  

次
の
岩
崎
純
一
研
究
会
は
、
私
た
ち
女
性
局
の
直
接
の
前
身
で
あ
る
。 

（
以
下
、
第
二
巻
の
岩
崎
に
よ
る
紹
介
を
転
載
。） 

 

岩
崎
純
一
研
究
会
：「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
」、「
岩
崎
純
一
さ
ん
の

お
話
を
聴
く
会
」
、「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
の
女
性
三
サ
ー
ク

ル
の
総
称
。
こ
の
研
究
会
は
、
現
在
、
ほ
ぼ
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
の
女
性
部

局
と
な
っ
て
い
る
。 

  

こ
れ
ら
女
性
サ
ー
ク
ル
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
別
添
の
岩
崎
純
一
関
連
学
術

グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
の
変
遷
表
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
下
に
、
女
性
局
及
び
女
性
局
を
構
成
す
る
三
つ
の
主
な
女
性
サ
ー
ク
ル
に

つ
い
て
、
第
二
巻
の
岩
崎
の
記
載
に
倣
い
、
留
意
事
項
を
掲
げ
る
。 

 

● 

「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」、
「
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」

（
後
身
は
「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」）、「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の

合
同
勉
強
会
」
は
、
岩
崎
所
長
自
身
で
は
な
く
、
岩
崎
所
長
に
つ
い
て
社
会

人
女
性
や
女
子
大
学
生
・
女
子
高
校
生
ら
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
や
特
別
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講
座
で
、
自
然
に
岩
崎
所
長
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
に
編
入
さ
れ
た
も
の

で
す
。
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
の
部
班
制
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、
合
同
本
部

と
し
て
「
岩
崎
純
一
研
究
会
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
役
員
会
（
民
法
上
の
業

務
執
行
組
合
員
）
は
こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

● 

「
お
話
を
聴
く
会
」
、「
会
い
た
い
会
」
、「
合
同
勉
強
会
」
そ
の
も
の
は
、
女

性
専
用
ス
ペ
ー
ス
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
、
Ｄ
Ｖ
被
害
・
犯
罪
被
害
・
精
神

障
害
・
身
体
症
状
の
女
性
向
け
の
専
用
寮
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
（
談
話
室
な
ど
）

に
岩
崎
を
招
聘
し
て
下
さ
る
形
式
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
観
点
か
ら
、
現
在
は
多
く
が
非
公
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

● 
 

そ
の
ほ
か
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容
は
、
岩
崎
所
長
以
外
が
主
宰
の
も
の

も
含
め
て
、
『
全
集
』
の
様
々
な
該
当
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
サ

ー
ク
ル
の
一
覧
は
、
第
二
巻
に
あ
り
ま
す
。 

● 
 

女
性
三
サ
ー
ク
ル
の
ご
参
加
者
向
け
の
お
知
ら
せ
は
、
活
動
場
所
（
大
学
、

サ
ー
ク
ル
会
場
、
女
性
寮
な
ど
）
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
も
ご
覧
下
さ
い
。 

● 
 

二
〇
一
六
年
以
降
、
こ
れ
ら
三
サ
ー
ク
ル
は
、
女
性
施
設
と
一
体
化
し
て

閉
鎖
的
な
性
質
を
帯
び
て
お
り
、
既
存
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
ま
た
は
岩
崎
所
長

の
直
接
の
紹
介
に
よ
る
参
加
を
除
い
て
は
、
新
規
参
加
は
大
変
難
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
三
サ
ー
ク
ル
の
女
性
メ
ン
バ
ー
は
、
同
様
の
活
動
を

希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
岩
崎
所
長
に
関
す
る
勉
強
会
や
フ
ァ
ン
サ
ー
ク
ル

を
別
途
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
岩
崎
所
長
か
ら
は

三
サ
ー
ク
ル
の
門
戸
開
放
の
要
請
を
受
け
て
お
り
、
議
論
を
続
け
て
い
ま
す
。 

● 
 

主
な
活
動
場
所
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
女
性
専
用
施
設
：
武
蔵
野
本
部 

 

メ
ン
バ
ー
の
巫
女
の
皆
様
が
所
属
す
る
神
社 

 

喫
茶
店
、
カ
フ
ェ 

 

代
表
部
・
部
班
代
表
者
の
私
宅 

 

大
学
で
の
講
義
・
ゼ
ミ
・
特
別
講
座
な
ど
と
し
て
実
施
し
た
場
合
、
そ
の
大

学 

 

外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

 

な
ど 

● 
 

各
サ
ー
ク
ル
（
各
部
班
）
の
設
置
場
所
は
、
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
の
本

部
・
支
部
（
ご
協
力
者
）
へ
の
直
通
メ
ー
ル
一
覧
を
ご
覧
下
さ
い
。 

（
二
〇
一
八
年
八
月
十
五
日
追
記
：
現
在
、
直
通
メ
ー
ル
は
廃
止
。
女
性
局

へ
の
ご
連
絡
は
、IJ

A
I

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
） 

● 
 

私
た
ち
は
、
第
一
巻
の
活
動
総
覧
に
あ
る
各
種
の
活
動
に
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
記
録
（
岩
崎
所
長
に
お
願
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
講
義
・
講
演
・
講
話
会
）
の
一
部
を
、
『
全
集
』
の
第
一
巻

の
活
動
総
覧
や
第
十
巻
以
降
の
各
巻
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照

下
さ
い
。 

● 
 

現
在
のIJ

A
I

及
び
そ
の
女
性
局
が
編
制
さ
れ
る
ま
で
、
私
た
ち
女
性
三

サ
ー
ク
ル
は
、
別
個
に
活
動
し
て
き
た
附
属
・
派
生
サ
ー
ク
ル
の
部
班
制
へ

の
改
組
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
現
在
のIJ

A
I

及
び
女
性
局
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
改
組
案
は
、
第
二
巻
本
編
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
全
て
がIJ

A
I

所
属
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

● 
 

女
性
三
サ
ー
ク
ル
の
合
同
本
部
で
あ
っ
た
「
岩
崎
純
一
研
究
会
」
の
役
員
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会
（
民
法
上
の
業
務
執
行
組
合
員
）
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
女
性
局
へ
と
移
行

し
、
引
き
続
き
「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」（
後
身
は
「
続 

岩
崎

純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
）
、「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
」
の
お

も
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 


